
＜教育利用＞ ⑦ 情報Ⅰ「生成AIが作った『つまらない』ゲームから生成AIと人間の役割を考える」

神奈川県立生田東高等学校【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-7

１学年・情報科・情報Ⅰ
単元：アルゴリズムとプログラム
ChatGPTを教員・生徒が活用

〇授業の目的

・プログラミング制作の場面から生成AIをど
のように活用できるか考える。

〇生成AIの活用方法

・教師が事前にChatGPTにプログラムさせた
ゲーム（面白いゲームを作るように指示した
にもかかわらず、つまらないゲームとなって
いる）をプレイする。

・プロンプトを書き換えて、ChatGPTに面白
いゲームをプログラムしてもらう活動に取り
組む。

・生成AIにすぐに任せられそうな作業と、そ
うではない作業を考察する。

〇生成AI活用のメリット・デメリット、
指導上の留意点等

・生成AIにプログラムを作成させることで、
自分ではできないが、オリジナル性があるも
のを作成することができる。しかし、意図し
たものを作ることは簡単ではない。


